性格と自律 :  Ｊ.Ｓ.ミルの自由主義の倫理学的焦点 by マジマ, ヒロシ & 馬嶋, 裕
Osaka University












学位記番号第 1 8 296 号
学位授与年月日 平成 16 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
文学研究科文化形態論専攻







2. ミルにおける主体と性格、 3. ミルの倫理学説における「性格」概念の意義、 4. ミルと自律性、 5. ミルの自律
論的解釈と現代自由意志論、 6. 内在/道具的価値という区別からの検討、 7. 卓越主義と公共的討議を通じた確実
性。 400 字詰め原稿用紙に換算して約 317 枚に相当する分量である。
第 1 章は、ミルがそのもっとも有名な代表者の一人である功利主義についての概観であり、その後の研究・論争史
に対する見通しを提供するとともに、それに関連する本論文の基本的立場を明示する。それは、1.ミルは自由至上



































その比較に 2 、 3 の小さからぬ難点がつきまとうことを軽視しているなど、その論の運びにいくつかの疑問が残るの
も事実である。けれども、ねばり強いミル解釈を通して、公共的討議という現代的可能性を最後に浮かび上がらせた
ことに象徴されるように、ミルの研究史に少なからぬ貢献をしていることは確かであり、本論文を博士(文学)の学
位にふさわしいものと認定する。
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